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　　　一　　　　　　　．　　　　　　　　　　　煮4一ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　第3画宇宙囲発委亘会（定例会論）議事要旨

ノ

／．　日　覧時　　 一室和¢7年4月5日（豹

　　　’　　　　午後2時～4時
　　　　　　　　　　　　　　　　，’・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

弔場所㌦宇甲三三雑議室、
ま　議　題　　　（1）．面素開発計画の見直じについて

　　　　　　　一㈹．繭細細に？いて　　一　ご

4　資　♪轡・

　　委・3＿！　前回議事要旨　　　　一

　艦委3』2宇翻発舳硯了飢に？呼　　　　，
　委3』3’カナダ科学技術ミ四ヨン宇笛開5的グターグル

　　　　ン．：一プどの飴について・　，

　　委3－4ポひアポ・調へ鯵鯛題にういて麟較

　　　一　勘ための日神徽府と蘭宇宙会議との間嘱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　’㌦　　　　，一力に関する交換書簡　　　一一　　　一‘

　　委3二5字宙空騒平和利用委細会法律小委鼻会第／Z．回会期

　　委3一を宇宙空間融融蕪会科嚢技術燦三三9回
　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　　　　　　　会期　　　　　1　㌧　　　　　一

　　　　　　　　イ
5　出席者　　　　　　9．　　．　一　・’　　…＼　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　宇宙開発委負会話負　　〔旨，＿山県昌夫

　　　　　〃　　　・。　　網島　毅　　 一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　〃・　．・　　吉舞雅夫一一
　　　　　〃　　　，．’　　　八藤野禧．．
　　　　　　　　　　　　、　　－　　　　　　　　　　・　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．　　∫　　　　ご

．、

o

関係管庁職二等　　　　　　　　　　’

科学技術庁研究調整局写冠＝瀾発季事官

　文部省大学学術局響講官

　迦商産莱省工采局次長　　　．　　一

　　　　　　　　　　　　　又

　工茉技備院総務部長
　　／

　運翰省大臣官房参事官

　気象庁紬秀総長　’　．

轍齢灘㈱設置儲斑

建縁騰房賄郷宮

　　　　　　　　　　コ
・東京大学宇宙航空研究所

事務局　　』”　　・　　ボ

’科学技術庁研究論限局宇宙企画課長．

　　　　　　　　　i

　　　し

市瀬輝雄
犬丸　　硫

　‘代理嚇木）

和　田　敏　信

…代理：若松）

片山石郎
　（代埋：原田）

原　田　昇左右

　‘代理：幽高谷）

上　平　輝　夫

　‘代理：気賀沢）

大塚次．郎

　（代理：加藤・一夫

　　　　　林　　　）

増岡康治
，　‘代埋：須田）

葺瀬　　　’　

＼

園’山　重　道　他
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6．議箏娑旨

　（1）前回議事嬰旨

一　前圃議事要旨が承認された。

　（2）宇宙謝発計画の見直しについて

　　　事務高から資科姿3－2について説萌があわ、：以下の質礒

，．
@応答のめち原案どお抄決窟された。　　　一

　三島一：訥査の主体はどこ：になるのふ。

　事務局：委託会で行なうことを考えて）～る。ハ

磯：三二の糖手函ギう癩力・・．

事髄：研：騰絹長から税冴骸三三提出を記する

ピその鯵験鴫でも軌をi眠ζ艮する・・

　八藤：各省庁の肇塾事項はどの一ような焼質のものになるか。

事楠洛省で鰹灘し描ので甑）価が、蕨レベルまで

　　　、の了物得られたもの：ζなろう・錐脅噸騨委融等

　　　の討議を通じて行なってφただ．ぐことになる。・

蝋：麟状況のヒ：アリンぢのスゲジーユ「ノ1はど蝿かr

　事務局：4月のノ2日と／9日を予定一している。　，、　　　．

　　　’　　　　　・　　　　　　　　・　　畠　　　　　　’．　　　　　1．
（3）国際協力について　　　　　　．．　　　　　　　　　．．

・①カナダ科学技術’ミッシヨ．ン享宙囲発セクダーグノレープとあ

　　会舘つ呼一∫r　　，，　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　∴事務局から資科委3」3について説明があり｛以下め賀遵

｛

　　　　　　応答が行なわれた。　　　　　．　，，

　　　山県：資源衛星の惰報交換の窓口は研究言向：三鍋局になるのか。　　　　　、

　　　働局◎：即下は研究醐嗣の資源鯉データの判謝今時醐す

　　　　　る理会の刈バーであり・松鰍，とモ「レ仙は1畝的な

　　　　　知りあいでもあるのでこのようなチャンネルを設けることと　1．

　　　　　した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　　　　　ERTS－A年上の判読技術に関する検討は研究三二局が窓

　　　　　1口となって行なっているが、現在のところ費源衛星全般にわ

　　　　　たる窓口は日本にはない。　　　　　　　　　　　　　　　　ξ
　　　　　　　しニ　　　　　　　　

　　　購：脆行躍醐ず綱際勧の離衆は価．　　　一ミ
亀　締局：紬とヨ由〃鰯・賜れていた旋案凹凹もど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　　　　されたためこれをつくり．なおすということである。

　　　　　カナダは日本と同様の立場レこあり、この点に國し強い関心を

　　　　　も？ている。．　．　　　．＿　　　　　ド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　ロ　　　　　　　コ　　　　ノ

　　　八藤：それにしても「再建」というのに不適切ではないか。

．，脇局r「再検討」回した玲・一　「…璽．
　　　八藤：資源鯉にフいてはパー」ソナノレコンタクトでよいのか。∫

　　　市瀬遡源鯉囎会の国典下野氏を通じて鞠できるので・

　　　　’当敢のよ舜チ．ヤンネルを謝たのであるが、将来は、改

　　　　　めて定める開府はあろう。　一．　・　　，　’　　　　‘　1

6　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　＿・～　　　・

　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　・　　　　　　　’＼

も

－
■
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　山県：備セクターグループζの会合でまとめられ描のは公式

　　　　　‘
　　　　のものか。　　　’

　　三局：これは委員会携脈事務局でまとめたもので獣のも

　　　　のではない。　　　　　　　　　　一

　　　②ポストアボ・計画へ踏台噛脈ついて晴初熱鮫め

　　　　の日奉敵府融州竿融誕との問の嚇力回する交襖舗

　　　　’につ姶て’．　．　ジ　　’＿」

　　　　予州から資椴3一嬢つい磯i鱒南りト以下殖輪

　　　　答が行なわれた。・　　　　　　　・　　　　　　　一　・＼

　　綿セ6よう嫡務幡の嚇省ρル「曜1ことにな
　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　ロ　ロヘロ

　　　　　るのか。

　　　市瀬：オブ牡ご一とし圃轍・・ワジセトン・、覗も科

　　　　　彰痴頭を激噛り・その四つv・セも外醜嘱力

●　が蜘のでζ9『よう・にした・，

　　　細膳：外務省が窓口と：なるだけでなぐ、実亟軸まで担当したら煩

　　　　　報iになら『なV》カΣo孔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘヨ
　　　市瀬’：外務省ではこれらの点については国連局科学課が常にフオ

　　　　　回しいるが・実繭では科学技断とな9ているの質

　　｝　　懸はないと思う　　、
　　　ノ　　　　　　．　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’　…　　　　　　　　　’

　　　　⑤報蝋鞠糊三会法轡委員会第・ノ回蝉に伽

　　　　　て　　　　　　　　　　’　　　”　一　　一

　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　屯　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
∂

　　那務局から資料委3一夕にフいて説明があり、以下の三三i芯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　答が行なわれた。

爺d島：この種の会誘⑱委員会との囲連はどのように考えたらよい

　　のか。

棚胤宇宙醗の重要な幽そに取るものについては独話が’

　　霧講決定し、総璋に意見を途べることになるが・本1㍗は：脈見

　　　　　　　　　　
　　を述べるぼどのものでぼないと考えている。もちろん、この

　　場でご意見をいただいたものは、対処方針に十分反映し℃い’

　　　　ロ　　　　　　　ノ

　　きたv㌔

満島：法律的な責任はどうなるか6　　’一

躍跡委員会として二観翻ミ噸こと秘要と細したものσヒ”

　∠ついては、決定していただけ劉ばよいと思う。．

吉識：必要に応じ委負会として意見をのべるというのが従築から㌧

　’の考え方で、蠣め自体は政府の責任で｝止め睡るようだ・

八三：宇蜜空間平和利用委員会は畷通でも特別な抜いをうけてい

　　て、ここでる決定はほとんどその．まま採択されている・

　　取妊げちれる議題のPri・ri七y等については、早めに対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン
　　処方針等を審譲する必翼があろう。　　　　　　　　　　　　　ぐ

　　国連会議は米ソ¢1態度如何で左右される面もありドとくに月

・1・条幽いう諦もマて幽注意して挙i必獅る0．

　　　　　’　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　．

、、

●



　　　　④、宇宙空間平和奉萌楼凱会科学技術小委員会第9回会期にっ

　　　　　　いて　　　　　　．　　　　　　　’　　　　　　一

　　　　　　　暑務局から資料委3－6について鋭明があり、以下’の質疑

　　　　　　応答が行なわれた。　，　　　　・

　　　八藤・：資料4一④一Eの有人麟麗とは何か・結鹿藍乏か・　．

　　　　事務燭：スカイラボ：計画に回すろごとであると思われるか、詳細・

　　　　　　は不朋である。　・　　．　．　　“

　　　　山県：字窟の定譲に隠することは科学技術小委賞会で訟うことに・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　な1ってレざるのか。

　　　　事勝局：か’つて審擁されたことがある6　　－

1吉

　　　　事醐・：躰の脚についてρます貿辮逝提雌て聯∫・

　　　　　　今回は教育放送衛星パネルに國することを中心に発言するヒ
●　　　　∵・　　、．，　．願鴨∫　　ボ
　　　　　　とになろう。　　．　　　　、　　一　　　　’一．

　　　　　　轍は・一コ口発鎖して凶胚郵ある瞳や

　　　　　　る。

　　∴網島・：こ：．うした会謬について日本の中心はどこになるか。

　　　事：鰯：対賜鋤最鞭定雌鞘力ご行冷うが・その内覆っ

　　　　　　いては、関係各省が担当している。　．、1

　　　　　　　・’　　　　＿

綱島：工TUに関し、郵政省がイ・；シアテイプをとろように、こ

うし触謙つ吋も一元伽方嘩とらないとその繊発納

容がま．ち二ま．ちになるようなことにならないか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　
弱絹楓恥力敵っ幌は・，碗ミ難会で獅痴をβ乏’して

　　いただいて笠嘩のない・ようにしていきたいと考えている。

　　対処方針等については、闘系各省が協力してi乍成し、荊令の

　　形で統一をとるようにしており、娼三者についても㌔，なるべ

　　　く両一の人の出席が繁ま．しく奉瞠技術小委戯会は三三：授に

　　お岨いしている6　　　　『一　　　　，　　　　　　　　　’

山県：この藤d購してエCSUなどの科学会諏どのよう購

　　えたらよ吟のか・

吉誠：対処方針等の統一をとるという点では、所菅省の決まって

　　いない議暴に圓して聞熟が生ずるこξがあるのだが、エCSU．

　　の三四は…韓禰圓係者の会議であり・門主駅下す’

　　ることはあつで庵自ら実権することはいきすぎのような感寮
　　　　　　　　　　曽し　　　　　　　　　　　　＿

　　ある…　　　。．　　．　　．’・二
　　酷がいかに灘面したよら鯉解されている面があ

　　’る。　　　　　・　　　．　　　　’　・・一㍉　　　．’

．綿1：気象鯉に㍗四本に0ρ”gaか’6nがあるように伝え

ら騨岡だ・1、昌∫6♂辱『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　’　　D
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